
 

 

だんだん「寒
さむ

い」と感
かん

じる日
ひ

が多
おお

くなってきました。気温
き お ん

は１月
がつ

や２月
がつ

のほうが低
ひく

いのに、今
いま

 

の時期
じ き

のほうが寒
さむ

く感
かん

じられるのは、 体
からだ

がまだ寒
さむ

さに慣
な

れていないためです。 

かぜを引
ひ

かないためには『予防
よ ぼ う

』が大切
たいせつ

です。じゅうぶんな運動
うんどう

・栄養
えいよう

・睡眠
すいみん

で今
いま

から寒
さむ

さに負
ま

けない 体
からだ

を作
つく

りましょう。そのために、下
した

に書
か

いてあることにも気
き

を付
つ

けて生活
せいかつ

しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かぜをひいたときにがまんをすると、抵 抗 力
ていこうりょく

を弱めてしまいます。 消
しょう

もうする体 力
たいりょく

を回復
かいふく

さ

せる 力
ちから

も残
のこ

しておかないと、ますます回復
かいふく

が遅
おく

れてしまいます。日
ひ

ごろから予防
よ ぼ う

を 心
こころ

がけ、 

「かぜをひいてしまったかな？」と思
おも

ったら、早
はや

めに休
やす

み、しっかり治
なお

しましょう。 

 

     令和２年 １１月 １８日 

練馬区立光が丘秋の陽小学校 

 校長 関根 幸男 

養護教諭 武田 祥恵 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へ 

日頃より、日々の検温をはじめとした健康観察等、学校保健活動へのご理解・ご協力いただきましてあり 

がとうございます。また、定期健康診断においても、ご理解・ご協力をいただきまして、ありがとうござい

ました。疑わしい疾病のある場合や治療の必要な場合のみ、学級担任からお知らせ用紙をお渡ししておりま

す。受診報告書がお手元にございます際には、受診ののち、学校までご提出ください。 

 

           ＊感染性胃腸炎について＊ 

感染性胃腸炎とは 

□感染性胃腸炎とは、主にウイルスなどの微生物を原因とする胃腸炎の総称です。  

□原因となるウイルスには、「ノロウイルス」「ロタウイルス」「アデノウイルス」等があります。 

□主な症状は腹痛・下痢・嘔吐・発熱です。  

□「ロタウイルス」、「アデノウイルス」による胃腸炎は、乳幼児に多く見られます。 これらの胃腸炎

は、症状のある期間が比較的短く、また、ウイルスの種類によって異なる治療が行われることも通常は

ないため、ウイルス検査を行うことなく、流行状況や症状から「感染性胃腸炎」として診断されること

が多いです。  

★感染予防のポイント★  

① 一人一人が手洗いをきちんと行うことが大切です。特に排便後、調理や食事の前には、その都度、石け

んと流水で十分に手を洗いましょう。  

② カキなどの二枚貝を調理するときは、中心部まで十分に加熱（中心部が85～90℃で90秒間以上の加

熱が必要）しましょう。 

③ 吐物やふん便は、次亜塩素酸ナトリウム（塩素系の漂白剤）を使用し、適切に処理しましょう。 

④ 吐物やふん便を処理する際は、使い捨ての手袋、マスク、エプロンを着用し、処理後は、石けんと流

水で十分に手を洗いましょう。                      

裏面もあります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童
じ ど う

のみなさんへ 

 もういちど、みなおしてみましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


